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　家庭の経済的な理由で満足な食事がとれず、教育も不十分な子ど
もたちが成人後も収入の高い職に就きにくいといった実状を見てきま
した。この「貧困の連鎖」を断ち切り、すべての子どもたちが大切にされ
る社会を目指して、余った食品を救済支援に生かす事業（フードバン
ク）や子ども食堂の運営を行っています。今後は、各支援団体との連携
を図り、包括的に支援できる体制の事業モデルを作る計画です。

　市内には、SDGs推進に積極的に取り組んでいる団体・学校・企業などがあります。市では、SDGsの達成に向けて他者のモデルとなるような優れた活動
を「北九州SDGs未来都市アワード」として表彰しています。今回は、これまでに表彰を受けた3つの団体を紹介します。

SDGsが掲げる理念「誰一人取り残さない」に深く
共感します。私たちは「人も食べものも大切に扱わ
れなければならない」という思いから団体を設立し
ました。食品ロスの解決は、「人を大切にする社会」
の実現に向けた第一歩です。私はいつも、子ども食
堂を訪れる子どもたち一人一人に、「君はかけがえ
のない存在なんだよ」と笑顔で伝え
るようにしています。

団体などによるSDGs推進の取り組み事例

 子どもたちを誰一人取り残さない社会へ 子どもたちを誰一人取り残さない社会へ
特定非営利活動法人 フードバンク北九州ライフアゲイン特定非営利活動法人 フードバンク北九州ライフアゲイン

理事長 原田昌樹さん

特定非営利活動法人
フードバンク北九州ライフアゲイン

今後の本市のSDGs推進に向けた取り組み
北九州SDGs登録制度 北九州SDGsマンス

　市では、二酸化炭素の排出削減や、誰もが働きやすい職場づく
りなど、SDGs達成に向けた企業などの取り組みを「見える化」
し、支援するための登録制度を開始しました。
　登録すると、市のホームページでのPRや、入札・融資制度での
優遇措置などの支援が受けられ、人材確保や競争力向上が期待
できます。SDGs経営で持続可能な成長を図るため、登録してみ
ませんか。募集期間は9月1日~9月30日。詳しくは♥を。

　10~11月は「北九州SDGsマンス」として、市民
の皆さん、企業などと一体となってSDGsの取り組
みを発信します。10月に開催される「2021世界体
操・新体操選手権北九州大会」では、会場で使用す
る電気に再生可能エネルギーを活用します。そのほ
か、エコライフステージなどたくさんのイベントを
SDGsのテーマとともに盛り上げていきます。

　2020年夏、生徒会の発案で、不要になったTシャツ約300枚に水をかけ
て干し、気化熱で温度を下げる取り組みを実施しました。使用後は地元企
業の無添加せっけんで洗い、古着をポリオワクチンに変える活動を行う団
体を介して途上国に寄付しました。また、廃棄食材から作った肥料を使用し
て、ゴーヤや朝顔を、温度を下げるための日除けとして育てています。今後
は、この植物のタネを他の学校に配布するなど活動を広げる計画です。
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暑い暑い夏になんとか涼を得られないかと考え
て、Tシャツ再生プロジェクトを思いつきました。実
現までには大変なこともありましたが、この活動が
役にたったという実感が、活動を継続する原動力
になっています。油汚れを洗うときは一度拭き取っ
てから洗う、これだけでSDGsへの貢献につなが
ります。皆さんも、少しだけSDGsを意識して生活
してみてください。工夫することが
きっと楽しくなると思います。
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　災害時に自分や大切な人の命を守る防災意識の向上を図ることが、プロジェクトの目的です。新
型コロナウイルス感染拡大により活動が制限される中、2020年7月に1年生全員が熊本や朝倉の
被災地の高校生とオンラインでパネルディスカッションを実施し、防災を自分ごとと捉える意識改革
につなげました。他校とのパネルディスカッションや市民セ
ンターでの防災講習開催など、SDGsのゴール11「住み続
けられるまちづくり」を中心に、活動を継続しています。
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パネルディスカッションには、学校の活性化を担う
2年生のプロジェクトチームの一員として参加。熊
本地震や朝倉の大水害など、同世代の生徒たちの
体験談が印象的で、私自身の防災意識も高まりま
した。その後、避難場所にふさわしいお寺や神社を
探る「地域防災ぶらり歩き」や、市民センターで防
災学習の成果を伝える会も実施しま
した。進学後もSDGsに関わってい
きたいと考えています。
福岡県立小倉西高等学校3年 
佐藤ひかりさん

▲エコライフステージ
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工夫することが楽しくなりました

同世代の被災体験談が心に残りました
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2021年の「北九州SDGs未来都市アワード」の候補団体を募集しています。詳しくは3ページをご覧ください。
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